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『笑顔あふれる学校』を

目指して

〒184-0005　東京都小金井市桜町２－３－１５  http://www.koganei.ed.jp/~kogan1js/

電話 042-383-1161　FAX 042-382-0401　   I組 042-385-7005　G組 042-383-1213

小金井市立小金井第一中学校

令和３年度

学校要覧



○情熱があり、教育者として使
命感が高い教師
○思いやりがあり人間性豊かな
教師
○生徒の良さを伸ばし、自信を
付けさせることができる教師
○組織人として機能し、周囲か
ら信頼される教師

○一人一人の学びを保障する学校
○好ましい人格形成を目指す学校
○安全に生活を送ることができる学校
○体力向上の推進と保健教育・食育の
充実に努める学校

○教職員が能力を十分に発揮する学校
○学校が地域に開かれ、家庭・地域と
共にある信頼される学校

○主体的に、学び続ける生徒
○自他の生命を尊重し、偏見と差別のない好ましい人間
関係を築く生徒

○社会のルールを身に付け、規律を守ることができる生徒
○自他の危険予測をし、危険回避ができる生徒
○健康の保持増進と体力の向上に努める生徒
○諸活動に意欲的に取り組み、目標に向かって頑張れる
生徒

概　要

六三制の新学制で小金井町立小金井中学校

として設立

校歌制定

校友会を廃し、生徒会とする

小金井町立小金井第一中学校と校名変更

（小金井第二中学校の設立により）

学校プール落成（10周年記念事業）

木造西校舎落成式

東校舎落成

小金井市制施行

小金井市立小金井第一中学校と校名変更

講堂兼体育館完成（木造）

鉄筋３階校舎落成（６教室）

講堂兼体育館（鉄筋）落成

鉄筋３階校舎完成（15教室）

校旗披露式（校旗、校門、中庭の庭園寄贈）

体育館改修工事完了

給食開始
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概　要

木造校舎改築工事完了

体育館改築工事完了

北校舎改修完了

コンピュータ室完成

プール改修工事完了

創立 50周年記念式典

一中ホームページ開設

北校舎耐震補強工事完了

創立 60周年記念式典

特別支援学級（情緒障害通級指導）設置

平成 19・20年度小金井市研究奨励校研究発表会

特別支援学級

（情緒固定 I組、知的固定 G組）設置

創立 70周年記念式典

新型コロナウイルス感染症対策による臨時休校

（３月２日～３月２３日、４月８日～５月３１日）

小金井市教育委員会授業改善推進校に指定
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■学校の沿革■

特別支援学級

　　　　（自閉症・情緒障害）の教育目標

ア　学習・生活上の困難を主体的に改善し、社会生

活に適応できる力を育成する。

イ　自らの特性を知り、自立した社会参加を実現す

るための生きる力を育成する。

ウ　基礎的・基本的な知識や技能を習得し、課題を

主体的に解決していく力を育成する。

学校、学級の教育目標を達成するための基本方針

ア　生徒個々の障害の特性に応じ、指導目標や具体

的指導内容を明確にした個別指導計画を作成

し、生徒・教員・保護者の共通理解のもと指導

を進める。

イ　生徒個々のニーズを把握した「学校生活支援

シート」（個別の支援計画）を作成し、家庭・

地域及び専門機関（大学、医療、福祉）等と連

携して、一貫した教育支援を行う。

ウ　生徒の障害の状態や特性に応じた個別指導計画

を重視し、計画的に集団活動の体験を積ませる。

　　必要に応じて、指導形態や集団の構成に配慮し

た学習環境を整え、通常学級との交流活動の場

を設定し、通常学級との連携を進める。

　　　　（知的障害）の教育目標

ア　豊かな生活を送るために必要な基本的生活習慣を身に付け、社会に

適応できる力を育成する。　

イ　生徒個々の特性に合った自立と社会参加を実現するための生きる力

を育成する。

ウ　健康で豊かな生活を送るために必要な知識、技能、体力を主体的に

学ぼうとする姿勢を育成する。

学校、学級の教育目標を達成するための基本方針

ア　生徒個々の障害の状態・学習状況や経験・生活の様子・生活年齢等

を考慮して教育的ニーズを的確に捉え、指導目標や具体的指導内容

を明確にした個別指導計画を作成し、生徒・教員・保護者の共通理

解の下指導の充実を図る。

イ　生徒個々の障害の状態に即した個別の教育支援計画を活用し、地域・

医療・専門機関等と連携して、合理的配慮に基づいた一貫した教育

支援を行う。

ウ　望ましい社会参加を目指し、生活に直結した場面設定や題材、具体的・

体験的な学習活動を充実させ、日常生活や社会生活に必要な技能や

習慣を身に付けさせる。

エ　生徒個々の特性に合った将来の就労を実現するため、キャリア教育

を系統的・計画的に行い、就労に必要な基本的生活習慣の確立とコ

ミュニケーション能力の充実や向上を目指す。

Ｇ組Ｉ組 Ｇ組Ｉ組

【目指す学校の姿】 【目指す学校の姿】 【目指す教師の姿】

学 校 教 育 目 標
現在を見つめ、未来を創造する心身ともに健康で民主的な人間を育成するように努める。

　○すすんで学び考える人になろう・・（知）　　○広く思いやる人になろう・・（徳）　　○自ら鍛える人になろう・・（体）
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昼 　 休 　 み

５

６

終 　 学 　 活

清 　 　 掃

一 般 下 校

【基本方針】

を目指して

部活動説明会

生徒総会

運動会

入学式

離任式 移動教室（２年） 職場体験（２年） 校外学習（G組） 卒業式

ボランティア活動

ふじがね祭

修学旅行

１　組織的な学校運営
★専門性を発揮し、 学校組織全体がチームとして力

を発揮し生徒に必要な力を身に付けさせる。

★新学習指導要領での確実な指導を行い、 適正な評

価 ・評定を実施する。

　「知識 ・技能」 「思考 ・判断 ・表現力」 「主体的に

学習に取り組む態度」

★「考え、 議論する道徳の授業」 を通して、 授業内

容の評価等を検証する。

２　質の高い教育の創造
★生徒に身に付けさせたい力を明確にして意図的 ・計画的な教育活動

を実践し、 積極的にＩＣＴ（クロームブック） を活用する。

★学力向上に向け 「わかる ・ できる ・活かす」 授業の追求と工夫した

授業実践。

★人権教育の推進を徹底。 いじめを許さない環境づくりという視点で取

り組む。

★体験する機会を大切にし、 豊かな人間性や価値観の形成及び課題発

見や課題発見能力の育成を図り、 キャリア教育 （キャリアパスポート）

を推進する。

★組織的な支援体制と特別支援教育の充実。Ｉ組 ・Ｇ組 ・ コスモス教室

との相互理解を図る。３　生徒指導の充実
★生徒の気になる様子等については、 保護者に連絡

するとともに、 校内外で関係機関と連携・協力する。

★不登校生徒等については、 校内で予防 ・対応を行

い、 SC･SSW と積極的な連携を図る。

★失敗から学ばせ、 結果だけでなく取り組んだ過程

を適切に評価する。

★SNS によるトラブル、 薬物乱用防止など最新の状

況を踏まえた指導を実施する。

４　信頼を高める取組
★いじめ・不登校問題には迅速かつ組織的に対応する。また、アレルギー

事故を起こさない体制を構築する。

★体罰や不適切な指導など信頼を損なわない取り組みを推進する。

★HPや学校だよりなどで情報を発信し安心感と信頼感の獲得に努める。

★学校の新しい生活様式 （新型コロナウイルス対策） に取り組む。
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クラブハウス

○JR 中央線
　「武蔵小金井駅」北口下車

・徒歩 15分（約 1.5ｋｍ）
・京王バス（中大循環）
　「北町交番」下車　徒歩３分（約 0.3ｋｍ）
・西武バス（清瀬駅、東久留米駅、滝山営業所、小平駅行等）
　「桜町病院」下車　徒歩５分（約 0.5ｋｍ）

○西武新宿線
　「花小金井駅」下車　西武バス（武蔵小金井駅）「桜町病院」下車　徒歩５分（約 0.5ｋｍ）

進路
相談室

■教室配置図■

■校章由来■

■交通経路■

　小金井第一中学校は、昭和２２年六三制の学制改革に伴い発足した学校です。
小金井堤と桜花を郷土とし、日本の伝統を継承しつつ、永遠に平和を追求する
学校であるという自負心を強調したのがこの徽章の基盤です。

⒈　徽章の▽形から、青空を飛翔せんとする平和のシンボル鳩の決意の程を象徴
するもので、「黄色と白色」の対照効果はこの意味を一層強調するものです。

⒉　黄色の花弁と二本の▽形の銀線は小金井堤の桜であり、郷土を強調し「中」
の字の内側の「朱色」は神武以来の伝統を表します。

　作者が最も力を注いだものは、中学生らしくある（新時代感覚の中に）とい
うことと、品位の高さということでした。

木工室

倉庫
第三

委員会室


